
ラテックス凝集比濁法

シスタチン C（CysC）の特徴
●血中濃度が性別・年齢・筋肉量等の影響を受けにくい低分子蛋白で、新しい
　腎機能マーカーとして注目されています。
●クレアチニンクリアランス（Ccr）測定のような蓄尿は不要であり、血清（血
　漿）中の CysC 濃度を測定することにより腎機能の評価が可能です。
●血清クレアチニンと比較すると、腎機能に対する感度および特異性が高く、
　より早期に低下を発見できます。

血清または血漿中シスタチンＣ測定用試薬

N-アッセイ

【特　長】
１．ラテックス凝集比濁法を測定原理としており、各種汎用自動分析装置への
　　適応が可能です。
２．0.1mg/L から 10mg/L まで良好な直線性を示します。
３．測定感度が高く、低域から高域まで精度良く測定できます。

LA シスタチンC
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 同時再現性

希釈直線性

抗原過剰域

相関性

検出限界（3SD法）

No. 検体Ⅰ 検体Ⅱ 検体Ⅲ
データ数 20 20 20
最大値 0.95 1.67 3.12 
最小値 0.90 1.62 3.04 
範囲 0.05 0.05 0.08 

平均値 0.917 1.646 3.092 
標準偏差 0.014 0.013 0.018 
変動係数 1.49% 0.81% 0.59%
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自動分析装置への適応例 （各自動分析装置への適応は、別途パラメーターをご請求ください。）

日立7180形 TBA-200FR

Sample:2.5μL
R-1:100 μL R-2:100μL

0 5 10（分）

2 POINT END
800/570nm

R-1:100μL R-2:100μL

5 10（分）0

RATE UP
572/804nm

Sample:2.5μL

参考データ 自社、日立 7180 形自動分析装置にて測定

参考基準範囲 （自社データ）
男性　　0.70 〜 1.15mg/L　（ｎ＝ 161）
女性　　0.58 〜 0.96mg/L　（ｎ＝ 122）
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測定上限：10mg/L
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Y=1.034X-0.020
r =0.9998
N=60


